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団則 

1. 第 1 条（名称） 

1. 当団体は「ARTHUR Symphonic Winds TOKYO（アーサー・シンフォニック・ウィンズ・

トーキョー）」（以下「楽団」という)と称します。  

2. 第 2 条（方針） 

1. 楽団設立以来、「いついかなる時にも、聴いてくださる方々と、作曲者のために全

力をささげる」をモットーに、一人一人の積極的なアンサンブルによる、より良い音

楽を作り上げることを目標とし、地元だけではなく、幅広い地域での様々な演奏活

動、企画を積極的に行い、より多くの皆様に吹奏楽、そして音楽の素晴らしさを知

っていただけるよう、努力していきたいと考えています。   

3. 第 3 条（所在地） 

1. 楽団の所在地は別途定められた事務局宅とし、主な活動地域は東京都中野区内

とします。 

4. 第 4 条（総会） 

1. 総会(定期・臨時)は楽団の最高議決機関とします。 

2. 毎年原則として 10 月に定期総会を行い、活動報告及び翌年度の活動方針、予算

計画、理事の選出、及び音楽監督の任命を行います。 

3. 楽団の運営に関した重要事項について、団員の総意を仰ぐ必要があると理事、ま

たは団員が判断した場合、理事、または団員の３分の１以上の要請により、臨時

総会を行うことができます。 

4. 総会（定期・臨時）の開催に際しては少なくとも２週間前までに総会（定期・臨時）開

催日および会議の目的を団員に告知しなければなりません。 

5. 総会（定期・臨時）は団員総数の 3 分の 2 以上（委任を含む）を必要とし、議案の議

決には総会（定期・臨時）出席者の 3 分の 2 以上の同意または不同意を必要としま

す。 

6. 委任は総会開催前までに出席者に委任する旨を伝えなければいけません。 

7. 団則の改訂には総会（定期・臨時）の決議を必要とします。 

5. 第 5 条（理事） 

1. 楽団の運営に際し、次の 4 役（4 名）を理事として置きます。  

2. 団長（１名） ： 楽団の代表 

3. 副団長（1 名） ： 団長不在時の代理  

4. マネージャー（1 名） ： 各部の統括、各部の管理 

5. サブマネージャー（1 名） ： マネージャー不在時の代理、及び補佐 

6. 理事は団の総意および団員の意向を受け、活動に必要な事項を計画し、団の運

営に当たります。  

7. 音楽監督の任命権を持ちます。 

8. 団長及びマネージャーは、各部への所属を免除されます。 

9. 任期は毎年の総会までとします。  
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6. 第 6 条（音楽監督及びトレーナー） 

1. 楽団には専属の音楽監督を置きます。  

2. 音楽監督は理事の任命を受け、総会で理事が承認されることで決定します。 

3. 音楽監督は通常リハ（以降リハと称す）の進行、演奏会の指揮を行います。  

4. 演奏向上のため音楽監督とは別にトレーナー（複数人）を置きます。 

5. トレーナーは音楽監督が任命し、理事が承認します。  

6. トレーナーは、音楽監督を補佐し、音楽監督不在の場合に音楽監督に替わってリ

ハの進行を行います。  

7. トレーナーは、各部への所属を免除されます。  

8. 音楽監督、トレーナーは、合奏技術の向上に必要な事項について協議してこれを

定めます。  

7. 第 7 条（事務局） 

1. 楽団には事務局を置きます。  

2. 楽団に対する問い合わせ窓口はすべて事務局とします。事務局長及び事務局員

は、各部への所属を免除されます。 

8. 第 8 条（各部） 

1. 団の運営を団員全員で分担するため、マネージャーの下に部を置きます。団長、

マネージャー、トレーナーを除く団員はいずれかの部に所属します。 

2. 部には、それぞれ部長１名、及び部長代理を置きます。 

3. 部長、及び部長代理は部員の合意を持って決定します。 

4. 部の構成、仕事の内容は附則にこれを定めます。  

5. 部の名称、仕事の分担、数、定員、その他楽団の運営に当たって必要な事項につ

いては、理事及び各部長が合議してこれを定めます。  

9. 第 9 条（パートリーダー） 

1. 各パートにパートリーダーを置きます。  

2. パートリーダーはパート内の合意を持って決定します。 

3. パートリーダーは、各々パート内をとりまとめ、連絡事項をパート内に伝達します。  

10. 第 10 条（会計年度） 

1. 楽団の会計年度は毎年 10 月 1 日から翌年 9 月 30 日までの 1 年間とします。  

2. 経理部は、決算確定後、総会にて団員に報告しなければなりません。  

11. 第 11 条（団員の資格） 

1. 楽団の活動に積極的に参加できること。  

2. 18 歳以上であること。未成年の場合は、保護者の承諾を必要とします。  

3. 所定の団費を納めること。 

4. 楽団の方針に賛同できること。 
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12. 第 12 条（入団等） 

1. 入団  

1. 1 ヶ月間の仮入団期間を設けます。 

2. 仮入団期間中に、理事、音楽監督、トレーナー、パートリーダーで団の意向

に適しているかを判断し、認められた場合、入団届が提出され受理された

時点で入団が成立します。 

13. 第 13 条（休団及び退団等） 

1. 休団 

1. 休団届を提出の上、受理された場合休団となります。 休団中は団費を納

める必要はありません。 

2. 休団期間の最長は 1 年間とします。さらに延長する場合は復団の意思を確

認の上、パート内で審議し妥当と判断された場合は延期を認めます。 

2. 退団  

1. 退団届を提出の上、受理された場合退団となります。  

3. 除籍  

1. 正当な理由なく第十四条に規定する団費の納入期限までに団費を納入せ

ず、今後の納入の意思を明らかにしなかった場合、除籍となる可能性があ

ります。 

2. 休団届の期間が過ぎても復団の意思が明らかでない場合、除籍となる可

能性があります。 

14. 第 14 条（団費） 

1. 団員は別途定められた金額の団費を払わなければなりません。学生の確認は、

入団時及び毎年４月に学生証の提示により行います。  

2. 用途 施設及び付帯利用料、楽譜購入、その他必要と認められる費用に支出しま

す。  

3. 納入期限 前月末までに経理部担当者に納めます。  

4. 入団 入団の場合は、仮入団の翌月より団費を納入します。  

5. 退団 退団の場合は、退団月までの団費を完納した時点で成立したものとします。  

6. 演奏会の開催、合宿、その他団の行事等で臨時徴収が必要と判断した場合は、

理事が事前説明をした上で別途費用を徴収する可能性があります。  

15. 第 15 条（見学） 

1. 楽団は、新規入団者募集の目的で入団希望者に対し見学制度を設けます。  

2. 見学希望者に対しては希望パートのパートリーダーが対応します。 

3. 入団資格を有する入団希望者は、入団手続きを取ることにより入団することができ

ます。 

4. 音楽監督、トレーナー、パートリーダーは、イベント直前等で演奏活動に支障があ

ると認められる場合、予めその期間を明示した上で新規の見学者の参加を一時中

止することができます。  

 



 4 / 4 
 

16. 第 16 条（附則） 

1. この団則は 2012 年 10 月 7 日より施行します。  

2. しばらくの間、この団則を基本とし、時期、状態、環境、その他の要因により判断の

上、適宜附則を置くことができます。この場合は、あらかじめ書面にて団員に提示

し、承認を得なければなりません。  

3. この団則が成立したときの理事、各部ならびに組織は、この団則に基づくものと見

なします。  

4. 団で調達する譜面は、演奏会で必要とされたものを年度初めに決定した年間予算

枠の範囲内で調達し、使用する。 

5. リハ、本番で使用する打楽器等のレンタル費用は年間予算枠の範囲で手続きを

する。 

6. 各予算枠を万一超える場合は事前に理事に報告し、理事と経理部で判断した上で

対応を決定する。 

2012 年 10 月 6 日制定 

2015 年 3 月 28 日改訂 

2017 年 10 月 14 日改訂 

2024 年 4 月 13 日改訂 


